
講演題目 

再エネの主力電源化に向けた技術開発に関する調査 

 

講演概要 

再生可能エネルギーの大量導入に伴う電力ネットワーク上の課題解決のために、「再生可能エネルギー

の主力電源化に向けた次々世代電力ネットワーク安定化技術開発（STREAMプロジェクト）」など、こ

れまでに複数の技術開発事業が進められてきた。カーボンニュートラルを目指す我が国では、今後更な

る再エネの主力電源化を進める重要があり、それを可能とする電力ネットワークの形成が必要である。 

本調査は、上記の背景の下、これまでに進められた電力ネットワーク関連技術開発事業の先に必要とな

る技術開発テーマを特定することを目的として進められたものである。調査の中では、カーボンニュー

トラルに関わる国内外の政策動向や、海外の電力ネットワーク分野における技術開発動向、海外の送配

電事業者等の将来ビジョン等に関する調査を行った。これらの国内外の動向から取り組むべき方向性を

検討し、これをもとに、今後我が国において重点的に進めていくべき電力ネットワーク技術開発テーマ

を特定、そのイメージを具体化した。 
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